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論
説

『
西
湖
志
』
に
み
る
清
初
期
杭
州
の
地
方
志
編
纂
―
清
朝
の
文
化
統
治
政
策
を
中
心
に
小
二
田
	
章
は
じ
め
に
　
筆
者
は
宋
代
以
降
の
「
地
方
志（1
（
」
編
纂
に
つ
い
て
、
杭
州
と
い
う
都
市
を
主
な
場
と
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る（2
（
。
地
方
志
編
纂
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
地
方
志
の
編
纂
が
地
方
統
治
と
地
域
社
会
の
接
点
に
位
置
し
、
編
纂
過
程
の
な
か
に
そ
れ
ら
の
時
代
的
特
性
が
表
れ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
り
、
地
方
志
の
編
纂
を
歴
史
的
な
文
脈
で
位
置
づ
け
る
こ
と
が
現
在
の
研
究
の
主
な
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
杭
州
と
い
う
地
域
は
、
地
方
志
が
現
存
す
る
も
の
で
は
最
古
の
時
期
（
南
宋
初
期
）
に
ま
で
遡
れ
る
こ
と
、
宋
代
以
降
の
伝
統
王
朝
期
を
通
じ
て
多
く
の
地
方
志
が
作
成
さ
れ
た
（
九
種
、
う
ち
七
種
残
存
）
こ
と
、
さ
ら
に
は
南
宋
期
に
首
都
・
臨
安
と
な
っ
た
あ
と
、
そ
の
歴
史
的
記
憶
を
基
礎
と
す
る
「
歴
史
都
市
」
と
し
て
機
能
し
て
き
た
こ
と
、
な
ど
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
方
志
に
反
映
さ
れ
る
時
代
と
社
会
の
関
係
が
他
地
域
に
比
べ
て
も
明
確
に
表
れ
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
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全
域
の
な
か
で
も
地
方
志
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
測
る
う
え
で
有
効
な
事
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
本
稿
で
は
、
清
朝
初
期
の
杭
州
に
お
け
る
地
方
志
編
纂
を
扱
う（3
（
。
そ
の
際
に
当
然
検
討
す
べ
き
課
題
と
な
る
の
は
、
清
朝
と
い
う
満
洲
族
に
よ
る
多
元
国
家
が
漢
民
族
の
地
方
統
治
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
地
方
志
は
漢
民
族
の
王
朝
、
特
に
明
朝
に
お
い
て
全
国
に
拡
大
さ
れ
、
安
定
的
に
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
も
と
も
と
地
方
志
の
伝
統
を
持
た
な
い
清
朝
は
そ
の
手
法
を
利
用
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
時
期
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
地
方
志
と
「
民
族
」
の
接
点
も
併
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
一
　
清
初
期
地
方
志
編
纂
と
杭
州
　
―
概
要
と
前
提
整
理
　
議
論
の
前
提
に
な
る
清
初
期
の
地
方
志
編
纂
の
概
況（4
（
と
、
対
象
地
域
で
あ
る
杭
州
の
状
況（5
（
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
を
行
う
。
　
ま
ず
、
清
初
期
の
地
方
志
編
纂
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
整
理
を
兼
ね
た
概
況
を
述
べ
る
。
清
初
期
は
、
伝
統
王
朝
期
か
ら
現
代
に
至
る
地
方
志
編
纂
の
歴
史
の
な
か
で
も
、
最
も
多
く
の
地
方
志
が
編
纂
さ
れ
た
時
期
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
入
関
後
、
清
朝
統
治
に
加
わ
っ
た
地
域
か
ら
順
次
地
方
志
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
順
治
の
代
で
は
一
九
九
本
の
地
方
志
が
制
作
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
康
熙
・
雍
正
・
乾
隆
の
三
代
に
か
け
て
、
地
方
志
で
は
二
六
〇
五
本
（
清
朝
全
地
方
志
の
約
五
三
％
）
が
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
、
う
ち
康
熙
の
み
で
一
三
五
四
本
が
数
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
は
、
清
朝
の
統
治
領
域
の
広
が
り
に
合
わ
せ
て
漢
地
の
全
地
域
を
網
羅
す
る
よ
う
に
地
方
志
が
編
纂
さ
れ
、
さ
ら
に
は
明
代
で
編
ま
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
佚
失
し
た
よ
う
な
県
レ
ベ
ル
の
地
方
志
が
こ
の
時
期
に
編
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
地
方
志
編
纂
が
行
わ
れ
た
背
景
は
、
清
朝
が
漢
地
を
制
圧
し
統
治
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ
て
、
各
地
域
の
基
礎
資
料
が
必
要
で
あ
り
、
実
用
的
な
意
味
合
い
で
地
方
志
編
纂
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
統
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治
が
安
定
し
て
い
く
過
程
で
、
そ
の
象
徴
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
た
せ
た
省
レ
ベ
ル
の
「
通
志
」
編
纂
が
進
め
ら
れ
、
そ
れ
に
統
合
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
、
や
は
り
地
方
志
の
編
纂
が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
要
因
が
連
続
し
た
こ
と
が
、
こ
の
時
期
の
地
方
志
編
纂
を
持
続
的
か
つ
大
量
に
し
て
お
り
、
加
え
て
前
者
の
時
期
に
編
ま
れ
た
地
方
志
を
後
者
の
時
期
に
再
編
す
る
こ
と
が
比
較
的
多
く
発
生
し
た
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
　
清
朝
の
制
圧
と
統
治
開
始
と
い
う
事
情
か
ら
、
地
方
志
の
編
纂
を
か
な
り
急
い
で
行
っ
た
地
域
が
あ
り
、
刊
行
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
同
地
域
の
前
後
の
地
方
志
と
比
べ
て
粗
雑
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
地
方
志
が
多
く
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
実
際
、
明
代
の
地
方
志
を
ま
と
め
な
お
し
た
だ
け
の
よ
う
な
地
方
志
も
多
い
。
一
方
で
、
安
定
し
た
時
期
に
あ
っ
て
も
、
内
容
の
少
な
い
地
方
志
を
編
ん
で
い
る
地
域
も
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
通
常
な
ら
依
拠
す
る
前
例
と
な
る
明
代
の
地
方
志
を
否
定
す
る
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
使
用
し
な
い
と
い
う
事
情
が
う
か
が
え
る
。
　
地
方
志
は
漢
民
族
地
域
に
て
使
用
さ
れ
た
統
治
資
料
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
も
主
に
漢
人
官
僚
（
と
在
地
の
士
人
）
が
担
っ
て
お
り
、
上
位
の
統
治
者
で
あ
る
満
洲
族
・
八
旗
は
監
修
に
参
加
す
る
程
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
、
清
朝
の
管
理
意
図
が
表
面
上
は
徹
底
さ
れ
る
も
の
の
、
編
纂
者
で
あ
る
漢
人
の
意
図
が
強
く
反
映
さ
れ
た
地
方
志
も
ま
ま
見
ら
れ
た
。
安
野
省
三
氏
の
描
い
た
、（
刊
行
前
に
罷
免
さ
れ
た
）
上
司
と
自
身
の
成
果
の
証
と
し
て
の
地
方
志
編
纂（（
（
、
あ
る
い
は
濱
島
敦
俊
氏
の
述
べ
た
、
在
地
士
人
の
意
向
が
全
面
に
反
映
さ
れ
た
地
方
志
編
纂（（
（
な
ど
は
そ
の
例
と
言
え
よ
う
。
　
以
上
が
、
清
初
期
の
地
方
志
編
纂
の
概
況
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
み
て
も
、
該
時
期
の
地
方
志
が
、
清
朝
の
漢
地
統
治
の
一
端
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
史
料
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
次
に
、
今
回
の
対
象
地
域
で
あ
る
杭
州
に
つ
い
て
、
清
初
期
の
状
況
と
背
景
を
簡
単
に
説
明
す
る
。
杭
州
は
、
明
代
の
時
点
で
江
南
有
数
の
経
済
都
市
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
ま
た
「
歴
史
都
市
」
と
し
て
旅
行
客
な
ど
を
ひ
き
つ
け
る
都
市
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
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、
明
朝
滅
亡
後
、
南
明
政
権
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
が
、
城
市
自
体
は
順
治
二
年
（
一
六
四
五
）
に
降
伏
・
開
城
し
、
主
戦
場
が
郊
外
の
銭
塘
江
周
辺
と
な
っ
た
こ
と
で
、
都
市
の
荒
廃
は
ま
ぬ
が
れ
て
い
た（8
（
。
占
領
し
た
清
朝
も
、
杭
州
を
以
後
の
江
南
統
治
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
八
旗
（
四
〇
〇
〇
～
七
〇
〇
〇
人
）
を
駐
在
さ
せ
、
皇
族
と
巡
撫
、
そ
し
て
経
済
把
握
を
兼
ね
た
織
造
を
配
置
し
て
い
た
。
結
果
、
康
熙
十
二
年
（
一
六
七
三
）
に
始
ま
る
「
三
藩
の
乱
」
な
ど
に
お
い
て
、
杭
州
は
江
南
の
軍
事
拠
点
と
し
て
機
能
し
、
以
後
も
清
朝
の
拠
点
と
し
て
周
辺
地
域
に
に
ら
み
を
利
か
せ
る
地
と
な
っ
た
。
　
一
方
で
、
都
市
の
荒
廃
を
免
れ
、「
歴
史
都
市
」
の
面
目
を
保
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
杭
州
は
江
南
の
漢
人
文
化
の
中
心
の
ひ
と
つ
と
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
書
物
や
書
画
の
一
大
生
産
・
集
散
地
と
な
り
、
多
く
の
文
人
・
士
人
を
引
き
付
け
た
が
、
そ
れ
は
清
朝
が
漢
民
族
地
域
に
対
し
て
注
意
深
く
行
っ
た
文
化
統
治
（
清
朝
の
支
配
を
文
化
的
要
素
か
ら
人
々
に
浸
透
さ
せ
る
統
治
政
策
）
に
と
っ
て
も
重
要
な
地
域
と
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た（9
（
。
そ
の
代
表
的
な
表
れ
が
「
明
史
案
」
の
発
生
で
あ
り
、
強
力
な
統
制
が
行
わ
れ
た
。
清
朝
皇
帝
の
巡
遊
滞
在
先
で
あ
り
、
士
人
と
の
対
話
が
多
く
杭
州
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
、
杭
州
を
文
化
統
治
の
対
象
と
し
て
重
視
し
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
が
清
初
期
杭
州
の
状
況
で
あ
る
が
、
清
朝
に
と
っ
て
、
杭
州
は
（
江
南
の
）
漢
人
統
治
を
行
う
上
で
の
中
心
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
特
に
文
化
統
治
と
い
う
側
面
を
う
か
が
え
る
場
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
二
　『
康
熙
杭
州
府
志
』
の
編
纂
過
程
　
は
じ
め
に
、
清
初
期
の
杭
州
に
お
い
て
最
初
に
編
ま
れ
た
地
方
志
、『
康
煕
杭
州
府
志
』
の
編
纂
過
程
を
考
え
る
。
該
地
方
志
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙
稿
に
て
初
歩
的
な
分
析（（1
（
を
試
み
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
成
果
を
生
か
し
な
が
ら
説
明
を
行
う
。
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　『
康
煕
杭
州
府
志
』
は
、
二
段
階
の
編
纂
過
程
を
経
て
、
現
在
に
残
る
形
と
な
っ
た
。
即
ち
、
康
熙
二
十
五
年
（
一
六
八
六
）
に
、
ま
ず
知
府
で
あ
る
馬
如
龍（（（
（
が
主
催
し
自
ら
編
集
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
内
容
の
問
題
、
刊
行
部
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
康
熙
三
十
三
年
（
一
六
九
四
）
に
、
同
じ
く
知
府
で
あ
る
李
鐸
が
主
催
監
修
し
て
増
輯
本
を
出
版
し
て
い
る
。
現
在
残
る
本
は
主
に
後
者
の
増
輯
本
で
あ
る
。
前
者
と
後
者
を
校
勘（（2
（
し
た
限
り
で
は
、
序
文
の
異
同
な
ど
を
除
い
て
は
、
欠
字
が
補
わ
れ
た
程
度
の
差
異
し
か
な
く
、
前
者
・
後
者
と
も
に
巻
数
は
変
わ
ら
ず
四
十
巻
で
あ
る
。
こ
の
結
果
か
ら
は
、
増
輯
の
理
由
で
あ
る
「
内
容
の
問
題
」
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
馬
如
龍
が
康
煕
二
十
八
年
（
一
六
八
九
）
に
、
康
熙
帝
の
南
巡
を
接
待
し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
知
府
か
ら
浙
江
巡
撫
に
昇
進
し
た
後
、
後
任
と
し
て
着
任
し
た
李
鐸
は
、
そ
の
前
任
地
の
紹
興
府
に
て
「
性
喜
有
為
、
自
郡
署
城
垣
社
稷
壇
暨
鐘
楼
驛
館
書
院
賢
祠
一
切
陂
塘
古
蹟
、
期
年
振
起（（1
（
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
積
極
的
に
行
政
、
特
に
土
木
工
事
を
行
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
李
鐸
の
転
任
の
年
に
出
さ
れ
た
増
輯
本
は
、
馬
如
龍
の
業
績
を
後
追
い
し
、
李
鐸
の
業
績
を
記
念
す
る
た
め
に
刊
行
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い（（1
（
。
　
知
府
自
ら
が
編
集
に
携
わ
る
の
は
明
代
ま
で
の
地
方
志
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
康
熙
二
十
二
年
（
一
六
八
三
）
に
、
朝
廷
か
ら
地
方
志
編
纂
の
詔
が
下
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
て
知
府
が
率
先
し
て
編
集
を
行
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
巻
首
に
付
さ
れ
た
名
簿
を
み
る
と
、
明
代
に
な
か
っ
た
「
同
纂
」
と
い
う
役
割
の
者
が
お
り
、
全
て
銭
塘
か
仁
和
の
人
、
引
退
し
た
大
学
者
と
し
て
知
ら
れ
た
楊
鼐
ら
が
担
当
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
代
と
は
違
い
、
上
級
官
職
の
人
々
が
監
修
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
冒
頭
に
書
か
れ
る
の
は
主
催
の
知
府
・
馬
如
龍
で
あ
る
。
　
序
文
は
六
名
（
増
輯
本
の
場
合
李
鐸
・
王
掞
を
加
え
て
八
名
）
が
書
い
て
お
り
、
増
輯
本
の
場
合
、
冒
頭
の
三
名
は
直
接
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
な
い
上
役
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
、
第
一
に
序
を
書
く
金
鋐
（
纂
修
通
鑑
内
翰
林
秘
書
院
編
集
翰
林
院
庶
吉
士
）、
第
二
の
王
掞
（
翰
林
院
検
討
提
督
浙
江
等
学
政
）
ら
の
肩
書
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
杭
州
地
方
志
に
は
見
ら
れ
な
い
、
中
央
を
含
め
た
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地
方
志
編
纂
に
対
す
る
関
心
が
う
か
が
え
る
。
　
い
く
つ
か
の
序
文
か
ら
、
編
纂
の
背
景
を
考
え
て
み
る
。
ま
ず
、
金
鋐
の
序
文
に
は
、
国
家
定
鼎
し
て
四
十
餘
年
、
…
天
子
史
臣
に
命
じ
一
統
志
を
纂
修
せ
し
め
、
天
下
の
郡
邑
に
令
し
て
図
を
按
じ
籍
を
索
め
し
む（（5
（
。
と
あ
り
、
王
朝
が
成
立
し
て
か
ら
の
時
間
、
一
統
志
を
制
作
す
る
前
提
と
し
て
地
方
志
の
編
纂
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
編
集
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
卲
遠
平
の
序
文
に
は
、
尤
も
惓
惓
意
を
加
う
る
者
は
各
県
の
正
供
な
り
。
凡
そ
存
留
徴
解
、
万
暦
志
皆
闕
し
て
戴
せ
得
ず
。
官
吏
侵
邦
の
弊
滋
し（（1
（
。
と
あ
る
。
各
県
の
税
収
デ
ー
タ
に
お
い
て
も
、
地
方
に
残
す
分
／
国
庫
に
送
る
分
の
数
字
が
存
在
せ
ず
、
官
吏
の
不
正
が
疑
わ
れ
る
部
分
が
あ
り
、
行
政
の
気
風
一
新
の
た
め
に
も
、
正
確
な
デ
ー
タ
を
載
せ
た
地
方
志
を
編
む
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（（7
（
。
前
述
の
概
観
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
点
の
地
方
志
編
纂
が
王
朝
の
意
志
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
地
方
統
治
の
重
要
な
手
段
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
　
次
に
「
凡
例
」
の
項
目
を
見
て
み
る
と
、『
康
熙
杭
州
府
志
』
で
は
、「
叙
記
題
詠
の
廃
止
」「
職
官
」「
名
宦
」「
戸
口
賦
役
」「
山
川
」「
軍
政
」「
学
校
」「
礼
制
」「
祠
廟
」「
墳
墓
」
に
つ
い
て
凡
例
が
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
か
ら
見
て
も
、「
戸
口
賦
役
」
あ
る
い
は
「
公
署
建
革
」「
古
今
規
制
」
そ
し
て
「
山
川
」
に
比
較
的
注
力
し
、『
万
暦
杭
州
府
志
』
を
改
め
た
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
と
れ
る
程
度
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
叙
記
題
詠
の
廃
止
」
を
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
『
康
熙
杭
州
府
志
』
は
よ
り
実
用
的
な
記
載
に
（　　『西湖志』にみる清初期杭州の地方志編纂　　小二田	
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
地
方
統
治
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
が
最
初
の
目
的
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
『
万
暦
杭
州
府
志
』（
明
朝
の
地
方
志
）
に
対
抗
意
識
が
存
在
す
る
と
言
え
よ
う
。
　
以
前
、
筆
者
は
『
康
煕
杭
州
府
志
』
の
宋
代
の
「
名
宦
」
に
関
す
る
記
載
を
抜
き
出
し
、
内
容
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
結
果
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
件
数
や
内
容
の
区
分
見
出
し
が
『
万
暦
杭
州
府
志
』
よ
り
も
減
少
し
て
い
る
上
に
、
記
載
順
序
や
内
容
は
『
万
暦
杭
州
府
志
』
を
踏
襲
し
て
お
り
、
僅
か
に
金
朝
に
関
連
す
る
文
言
が
削
除
・
修
正
を
受
け
て
い
る
程
度
の
差
異
し
か
な
い
。
要
す
る
に
、
実
用
目
的
で
編
ま
れ
た
地
方
志
で
あ
る
た
め
、
そ
の
必
要
の
薄
い
歴
史
的
記
載
の
部
分
は
、
前
志
の
焼
き
直
し
を
行
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
言
え
る
の
で
あ
る（（8
（
。
　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、『
康
熙
杭
州
府
志
』
は
、
王
朝
開
始
時
に
、
一
統
志
の
編
纂
と
デ
ー
タ
の
整
理
を
兼
ね
て
、
非
常
に
限
定
的
な
史
料
を
も
と
に
制
作
さ
れ
た
と
い
え
る
。
た
だ
、
形
式
・
内
容
が
前
志
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
表
面
上
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
清
朝
の
地
方
志
」
で
あ
り
、
明
朝
の
地
方
志
に
勝
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
三
　『
西
湖
志
』
を
め
ぐ
っ
て
　
―
清
初
期
地
方
統
治
と
名
勝
　
清
朝
初
期
の
杭
州
に
お
け
る
「
地
方
志
」
の
編
纂
は
、
二
つ
の
流
れ
に
大
別
さ
れ
る
。
ひ
と
つ
が
前
述
の
『
杭
州
府
志
』
の
編
纂
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
杭
州
を
代
表
す
る
景
勝
地
・
西
湖
に
関
す
る
志
書
の
編
纂
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
西
湖
に
関
す
る
地
方
志
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
　
そ
も
そ
も
、
西
湖
を
扱
う
志
書
は
、
明
代
以
降
、
民
間
で
旅
行
者
の
需
要
に
伴
い
盛
ん
に
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
「
名
勝
志
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
な
ぜ
官
府
主
導
で
こ
の
時
期
「
名
勝
志
」
が
編
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
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ま
ず
、
明
代
以
来
の
西
湖
に
関
す
る
地
方
志
の
流
れ
を
簡
単
に
述
べ
る
。
宋
代
以
降
、
小
規
模
な
筆
記
を
中
心
に
西
湖
に
関
す
る
著
述
は
行
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
画
期
と
な
っ
た
の
は
、
明
・
嘉
靖
二
十
六
年
（
一
五
四
七
）
に
編
ま
れ
た
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
『
西
湖
遊
覧
志
餘
』
で
あ
っ
た（（1
（
。
退
職
し
た
高
級
官
僚
で
あ
る
撰
者
の
つ
て
で
、
西
湖
の
名
勝
と
「
游
覧
」
を
主
題
と
し
て
書
か
れ
た
大
規
模
書
籍
は
、
当
初
官
刻
と
し
て
出
版
さ
れ
た
後
、
民
間
の
書
舗
か
ら
刊
行
さ
れ
て
文
人
・
旅
行
者
ら
民
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
ま
た
、
そ
の
記
載
の
充
実
ぶ
り
は
官
府
を
刺
激
し
、
そ
の
後
の
明
代
最
大
規
模
の
地
方
志
『
万
暦
杭
州
府
志
』
の
編
纂
を
促
す
契
機
に
な
っ
た（21
（
。
　
そ
の
後
、「
名
勝
志
」
は
文
人
・
旅
行
者
の
需
要
の
も
と
、
明
末
ま
で
盛
ん
に
編
ま
れ
続
け
る（2（
（
。
興
味
深
い
の
は
、
動
乱
の
色
が
深
く
な
っ
た
崇
禎
末
年
、
さ
ら
に
は
清
朝
が
杭
州
を
制
圧
し
た
直
後
の
順
治
年
間
に
も
、
こ
れ
ら
名
勝
志
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（22
（
。
そ
も
そ
も
、
前
述
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
の
時
点
で
、
現
世
の
乱
れ
と
対
比
さ
れ
る
西
湖
の
名
勝
と
い
う
構
図
が
出
来
て
お
り
、
現
実
の
戦
乱
は
そ
れ
を
強
化
し
た（21
（
。
と
り
わ
け
、
明
清
交
替
後
は
、
現
世
を
離
れ
て
名
勝
に
遊
ぶ
と
い
う
願
望
と
「
亡
国
」
「
隠
棲
」
と
が
入
り
混
じ
り
、
江
南
文
人
た
ち
に
と
っ
て
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
象
徴
に
ま
で
な
っ
て
い
た
側
面
が
う
か
が
え
る（21
（
。
こ
の
時
期
の
名
勝
志
の
ひ
と
つ
、
夏
基
『
西
湖
覧
勝
詩
志
』
の
序
文
に
「
今
ま
牧
馬
蹂
躙
し
樵
蘇
禁
ぜ
ざ
る
と
雖
も
、
而
る
に
湖
光
は
旧
の
如
く
山
色
依
然
た
り（25
（
。」
と
あ
る
の
は
、
そ
の
心
情
を
直
接
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
そ
れ
ら
明
清
交
替
期
の
西
湖
名
勝
志
の
画
期
と
な
っ
た
の
が
、
前
述
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
の
補
訂
を
う
た
っ
た
姚
靖
『
西
湖
志
』
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
『
西
湖
遊
覧
志
』『
西
湖
遊
覧
志
餘
』
の
規
格
・
内
容
を
そ
の
ま
ま
に
、
一
部
加
筆
を
行
っ
た
こ
の
姚
靖
本
は
、
康
熙
二
十
八
年
（
一
六
八
九
）
に
刊
行
さ
れ
、
以
後
の
西
湖
名
勝
志
の
記
載
参
照
先
と
な
っ
た
。
　
一
方
、
雍
正
十
二
年
（
一
七
三
四
）
に
な
り
、
勅
命
に
よ
る
西
湖
周
辺
の
水
利
工
事
の
落
成
を
記
念
す
る
名
目（21
（
で
、
浙
江
巡
撫
・
李
衛
の
主
催
に
よ
る
『
西
湖
志
』
が
官
府
（
水
利
工
事
を
担
当
し
た
両
浙
塩
驛
道
）
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
官
府
に
よ
9　　『西湖志』にみる清初期杭州の地方志編纂　　小二田	
る
西
湖
の
名
勝
志
刊
行
は
、
最
終
的
に
は
乾
隆
二
十
三
年
（
一
七
五
八
）
の
勅
纂
（
内
閣
大
学
士
・
梁
詩
正
纂
）『
西
湖
志
纂
』
に
至
る
。
　
以
上
が
簡
単
な
西
湖
の
名
勝
志
の
流
れ
で
あ
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
清
朝
成
立
後
、
四
〇
年
前
後
を
周
期
に
、
行
政
単
位
で
は
な
い
単
な
る
景
勝
地
で
あ
る
「
西
湖
」
の
志
書
（
地
方
志
で
は
な
い
、「
名
勝
志
」
で
あ
る
）
が
、
民
間
・
地
方
政
府
・
勅
纂
と
編
纂
主
体
を
変
え
な
が
ら
編
ま
れ
続
け
て
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
杭
州
の
「
名
勝
」
は
こ
の
よ
う
に
重
視
さ
れ
た
の
か
、
さ
ら
に
は
通
常
「
名
勝
志
」
を
編
ま
な
い
政
府
が
な
ぜ
西
湖
を
こ
こ
ま
で
重
視
し
た
の
か
。
編
纂
過
程
を
序
跋
凡
例
中
心
に
考
え
る
。
　
ま
ず
、
姚
靖
『
西
湖
志
』
に
つ
い
て
、
そ
の
撰
者
・
姚
靖（27
（
の
意
図
と
、
そ
の
書
物
の
編
纂
過
程
、
時
代
の
意
義
を
序
文
か
ら
考
え
て
み
る
。
西
湖
志
、
叔
禾
先
生
（
田
汝
成
）
の
原
刻
よ
り
後
、
類
ね
皆
な
各
の
自
ら
言
を
成
す
。
其
の
山
川
の
考
覈
は
多
く
未
だ
其
の
道
里
遠
近
を
悉
ら
か
に
せ
ず
。
先
後
上
下
の
次
第
も
、
亦
た
多
く
條
貫
の
有
る
無
し
。
其
の
詩
辞
を
摭
拾
す
る
に
至
り
て
は
、
又
た
半
ば
皆
な
市
井
の
倚
紅
偎
翠
の
語
な
り
。
而
し
て
前
賢
の
紀
述
に
於
い
て
は
、
則
ち
率
べ
て
己
意
を
以
て
其
の
間
を
竄
易
す
。
誕
妄
乖
謬
、
殊
と
に
志
体
を
失
う
。
…
是
れ
通
志
郡
志
及
び
銭
塘
仁
和
二
県
志
を
以
て
先
生
の
言
を
徴
引
せ
ざ
る
無
く
、
以
為
ら
く
信
ず
べ
く
而
て
伝
う
べ
き
者
な
り
。
故
に
先
生
の
西
湖
志
一
書
、
特
に
西
湖
を
志
す
る
已
に
匪
ざ
る
也
、
実
に
郡
志
也（28
（
。
　
序
文
に
は
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
先
行
者
で
あ
る
田
汝
成
の
成
果
に
、
そ
の
後
発
の
名
勝
志
が
全
く
及
ば
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
西
湖
遊
覧
志
』
が
地
方
志
に
多
く
引
用
さ
れ
、「
郡
志
」
と
も
言
え
る
も
の
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で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
末
清
初
の
ま
さ
に
交
替
期
に
、
比
較
的
多
く
の
西
湖
文
献
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
西
湖
需
要
の
な
か
で
、
こ
の
『
西
湖
志
』
も
編
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
続
け
て
序
文
を
見
る
と
、
而
る
に
李
白
林
蘇
四
先
生
の
流
風
遺
韻
、
尽
く
牛
蹄
馬
足
の
往
来
を
為
す
に
、
而
し
て
西
湖
の
勝
蹟
殆
ど
問
う
べ
か
ら
ず
。
迨
後
故
少
保
范
忠
貞
の
浙
を
撫
せ
る
よ
り
、
首
め
両
山
の
樵
牧
を
禁
じ
、
西
湖
の
佔
塞
を
清
理
し
、
檄
し
て
処
士
の
墓
を
修
し
放
鶴
亭
を
墓
右
に
重
建
す
る
に
及
び
、
而
し
て
湖
山
の
景
勝
漸
く
設
施
を
見
る
。
意
わ
ざ
り
き
、
耿
逆
の
変
起
こ
り
干
戈
俶
擾
せ
る
に
、
是
こ
に
湖
上
の
亭
館
尽
く
廃
し
、
而
し
て
西
湖
の
水
亦
た
臭
悪
穢
濁
に
て
汲
飲
す
べ
か
ら
ず
、
見
者
輙
ち
比
し
て
以
為
ら
く
西
子
の
不
潔
悪
人
の
斎
戒
に
若
か
ず
と
。
嗚
呼
、
豈
に
是
れ
西
湖
の
性
な
ら
ん
也
哉（21
（
。
　
次
に
、
姚
靖
が
な
ぜ
こ
の
書
物
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
か
の
核
心
的
理
由
と
し
て
、『
西
湖
遊
覧
志
』
に
か
つ
て
述
べ
ら
れ
た
名
勝
地
が
、
三
藩
の
乱
に
よ
り
荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
西
湖
の
直
接
的
荒
廃
は
、
む
し
ろ
そ
れ
に
遡
る
南
明
政
権
と
清
朝
の
抗
争
の
ほ
う
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（11
（
。
か
つ
て
巡
撫
・
范
承
謨（1（
（
の
努
力
に
よ
り
西
湖
の
状
況
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
、
彼
の
成
果
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
在
の
清
朝
の
地
方
統
治
を
肯
定
し
、
清
朝
が
回
復
し
た
秩
序
に
よ
っ
て
復
興
さ
れ
た
西
湖
を
改
め
て
解
説
し
た
い
と
い
う
目
的
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
是
こ
に
至
り
て
十
五
載
を
越
ゆ
る
に
、
今
上
皇
帝
康
熙
二
十
八
年
の
歳
は
己
已
に
在
り
て
春
二
月
、
会
稽
を
南
巡
し
道
浙
江
よ
り
す
。
先
ず
呉
山
の
極
紫
陽
の
巓
に
幸
す
る
よ
り
、
次
に
西
渓
に
幸
し
、
次
に
三
天
竺
の
霊
隠
山
に
幸
し
、
勅
し
改
め
て
霊
隠
禅
寺
と
し
御
書
の
扁
額
を
以
て
之
に
賜
う
に
及
ぶ
。
一
時
に
璀
璨
、
千
古
に
炎
耀
、
固
よ
り
千
百
年
に
特
せ
ざ
る
巡
狩
の
曠
典
、
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こ
に
快
睹
し
て
盛
事
を
為
す
也
。
喬
嶽
嵩
呼
、
黔
首
感
激
、
已
で
に
黄
童
白
叟
を
論
ず
る
無
く
咸
な
聖
天
子
の
臨
涖
す
る
所
を
識
る
。
而
る
に
桃
李
日
び
春
風
に
在
り
、
父
老
皆
な
相
戒
め
る
に
剪
伐
す
る
勿
れ
と
、
而
し
て
園
墅
を
築
し
太
平
を
粉
繪
す
る
を
謀
る
、
比
比
将
さ
に
数
十
年
せ
ず
し
て
自
ら
復
す
べ
き
を
見
ん
と
す
。
巨
柏
喬
松
珠
楼
翠
閣
の
旧
、
則
ち
又
た
今
日
の
真
の
西
湖
、
貞
元
交
会
の
一
日
也
。
太
平
の
盛
事
、
敢
て
拝
手
稽
首
せ
ず
、
颺
言
以
て
之
を
紀
す
る
歟
。
是
れ
叔
禾
先
生
の
原
志
を
用
て
少
し
く
増
刪
を
為
し
、
游
覧
志
二
十
四
巻
を
彙
め
て
八
巻
と
為
し
、
改
題
し
曰
く
西
湖
志
と
。
其
の
志
餘
二
十
六
巻
、
復
た
其
の
繁
冗
を
損
し
て
十
八
巻
を
為
し
、
仍
お
題
し
て
曰
く
志
餘
と
、
以
て
後
に
附
梓
す
。
庶
幾
わ
く
は
敢
て
前
人
紀
述
の
自
る
所
を
忘
れ
ず
、
自
ら
田
先
生
の
述
べ
て
作
ら
ざ
る
の
後
に
附
す
を
以
て
せ
ん
こ
と
を
、
云
々
。
旹
き
に
大
清
康
熙
己
已
端
陽
の
日
、
古
呉
姚
靖
敬
し
ん
で
書
す（12
（
。
　
そ
し
て
、
序
文
の
終
盤
で
は
、
康
熙
帝
の
南
巡
と
そ
の
際
の
賜
額
・
御
碑
を
称
え
、
清
朝
に
と
っ
て
も
認
め
ら
れ
た
名
勝
地
・
西
湖
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、『
西
湖
志
』
刊
行
の
権
威
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
地
方
統
治
の
称
賛
と
も
併
せ
、
清
朝
の
杭
州
統
治
に
資
す
る
目
的
を
附
さ
れ
た
「
名
勝
志
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
『
西
湖
志
』
は
私
的
刊
行
物
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
年
が
康
熙
二
十
八
年
（
一
六
八
九
）、
康
熙
帝
の
南
巡
直
後
で
あ
り
、
先
に
挙
げ
た
『
康
熙
杭
州
府
志
』
初
版
の
主
催
者
で
あ
っ
た
知
杭
州
府
・
馬
如
龍
が
南
巡
の
接
待
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
浙
江
巡
撫
に
昇
進
し
た
年
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
併
せ
る
と
、
刊
行
の
背
景
に
政
府
が
い
る
可
能
性
が
う
か
が
え
る
。
　
こ
の
姚
靖
『
西
湖
志
』
は
、
内
容
と
し
て
は
彼
が
序
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』『
西
湖
遊
覧
志
餘
』
に
、
若
干
の
補
足
を
行
い
つ
つ
簡
便
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
凡
例
・
形
式
な
ど
は
『
西
湖
遊
覧
志
』
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
こ
に
明
末
清
初
の
い
く
つ
か
の
記
事
が
追
加
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
本
を
刊
行
す
る
理
由
と
し
て
、
前
述
の
西
湖
需
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要
に
こ
た
え
る
と
い
う
目
的
の
ほ
か
、
田
汝
成
の
明
代
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
を
上
書
き
し
、
清
朝
の
公
認
の
書
物
に
置
き
換
え
る
と
い
う
意
図
も
う
か
が
え
る
。
先
に
『
康
煕
杭
州
府
志
』
で
述
べ
た
、
明
代
の
『
万
暦
杭
州
府
志
』
を
批
判
し
、
そ
れ
に
代
わ
る
地
方
志
を
置
き
な
が
ら
も
、
内
容
と
し
て
は
明
代
の
も
の
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
、
と
い
う
あ
り
か
た
と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
　
姚
靖
『
西
湖
志
』
か
ら
李
衛
『
西
湖
志
』
ま
で
、
約
四
〇
年
の
間
隔
が
あ
る
が
、
そ
の
間
に
康
熙
帝
の
南
巡
と
杭
州
訪
問
（
康
煕
三
十
八
年
、
四
十
四
年
、
四
十
六
年
）
が
三
度
あ
っ
た
。
姚
靖
『
西
湖
志
』
が
康
熙
帝
の
南
巡
に
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
特
に
康
煕
三
十
八
年
（
一
六
九
九
）
の
南
巡
は
、
康
熙
帝
が
西
湖
の
名
所
を
訪
問
し
鑑
賞
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
湖
と
清
朝
の
結
び
付
き
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
も
の
と
な
っ
た
。
南
巡
以
外
に
も
、
康
熙
帝
は
杭
州
の
地
方
統
治
・
状
況
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
抱
い
て
お
り
、
康
煕
三
十
年
代
以
降
、
杭
州
織
造
の
孫
文
成
、
あ
る
い
は
浙
江
巡
撫
の
徐
元
夢
や
閩
浙
総
督
の
満
保
を
通
じ
て
、
杭
州
の
物
価
・
事
件
な
ど
の
情
報
を
恒
常
的
に
収
集
し
て
い
た（11
（
。
そ
の
よ
う
な
康
熙
帝
の
重
視
が
、
李
衛
『
西
湖
志
』
の
編
纂
背
景
の
ひ
と
つ
と
言
え
よ
う
。
　
李
衛
『
西
湖
志
』
も
、
そ
の
序
文
お
よ
び
凡
例
か
ら
、
編
纂
過
程
・
時
代
的
背
景
を
考
え
る
。
我
が
皇
上
の
御
極
の
三
年
、
奉
命
し
て
西
湖
を
開
濬
す
。
越
歳
に
て
臣
衛
撫
浙
兼
理
鹺
政
を
受
任
す
。
…
是
こ
に
開
濬
を
集
議
す
る
に
、
会
ま
鹺
司
今
ま
光
禄
卿
の
臣
王
鈞
が
其
の
任
を
肩
い
、
已
の
貲
を
捐
し
て
以
て
工
費
を
給
せ
ば
、
期
年
し
て
淤
は
通
じ
塞
は
去
り
、
傾
圯
せ
る
者
之
を
整
理
せ
ば
、
山
の
重
ね
て
翠
を
點
し
、
湖
の
再
び
潑
油
し
、
紅
檣
の
彩
鷁
し
て
箭
穿
梳
織
た
り
、
加
う
る
に
蒔
果
栽
花
種
魚
養
竹
を
以
て
し
、
西
湖
の
名
勝
頓
み
に
旧
観
を
復
す（11
（
。
　
李
衛
の
序
に
、
こ
の
『
西
湖
志
』
の
主
要
編
纂
目
的
が
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
李
衛
が
奏
上
し
、
雍
正
帝
の
承
認
を
得
て
勅
命
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に
よ
る
国
家
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
西
湖
と
そ
の
周
辺
の
水
利
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
落
成
を
記
念
し
記
録
す
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
李
衛
『
西
湖
志
』
は
そ
の
内
容
も
こ
の
目
的
に
対
応
し
て
お
り
、
冒
頭
に
西
湖
の
「
名
勝
志
」
と
し
て
は
例
外
的
に
「
水
利
」
二
巻
を
配
置
し
、
こ
の
水
利
工
事
に
関
す
る
勅
旨
・
上
奏
や
関
連
文
書
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
西
湖
の
水
利
と
政
策
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
行
研
究
が
そ
の
実
態
を
述
べ
て
い
る（15
（
が
、
明
代
以
来
の
西
湖
管
理
問
題
や
城
内
水
運
問
題
な
ど
と
併
せ
て
、
康
熙
帝
の
時
か
ら
継
続
し
て
検
討
さ
れ
、
そ
れ
ら
問
題
を
一
挙
解
決
さ
せ
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。
恭
し
ん
で
惟
え
ら
く
、
聖
祖
仁
皇
帝
の
五
次
の
省
方
、
民
隠
を
周
諮
し
、
蠲
租
肆
赦
し
て
、
湛
恩
汪
濊
す
。
守
土
の
諸
臣
行
宮
を
湖
上
に
建
つ
る
に
、
閭
閻
絲
粟
の
費
な
く
、
而
し
て
瞻
雲
就
日
の
思
い
愈
よ
久
し
。
而
し
て
皇
上
の
俯
し
て
輿
情
に
順
が
う
を
忘
る
る
能
わ
ず
、
改
め
て
聖
因
寺
と
為
し
、
虔
し
ん
で
御
牌
を
奉
り
以
て
民
望
を
慰
む
。
…
今
日
は
、
会
城
の
文
武
僚
属
の
遇
ま
長
至
に
歳
朝
せ
ば
、
或
い
は
初
め
て
履
任
す
る
も
の
、
及
び
他
省
仕
宦
の
道
武
林
を
経
る
も
の
、
必
ず
相
率
い
て
聖
因
寺
に
詣
で
、
聖
祖
の
神
御
龍
牌
を
瞻
叩
す
る
に
、
通
省
の
士
民
熟
聞
習
見
し
、
以
て
其
の
尊
君
親
上
の
心
を
発
す
る
に
よ
る
。
是
れ
又
た
教
化
の
由
り
興
る
所
、
其
の
民
に
国
家
に
利
益
た
る
者
、
又
た
豈
に
独
だ
田
畝
の
灌
漑
商
艘
の
利
渉
の
み
な
ら
ん
哉（11
（
。
　
た
だ
、
同
じ
序
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
康
熙
帝
の
南
巡
を
顕
彰
し
そ
の
成
果
を
記
録
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
水
利
も
、「
康
熙
帝
以
来
」
の
水
利
政
策
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
康
熙
帝
の
顕
彰
に
結
び
付
け
ら
れ
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
康
熙
帝
を
祀
っ
た
聖
因
寺
（
康
熙
帝
南
巡
の
行
宮
跡
）
へ
の
参
拝
を
通
じ
て
、
人
々
の
教
化
と
い
う
大
き
な
成
果
を
生
む
と
述
べ
て
い
る
。
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湖
に
旧
と
志
有
る
に
遊
覧
を
以
て
名
と
す
。
此
れ
特
に
山
人
游
客
の
搜
奇
攬
勝
の
取
る
所
、
国
計
民
生
に
て
夫
れ
豈
に
有
ら
ん
や
。
当
さ
に
通
志
を
修
す
る
の
餘
に
因
り
て
斯
の
編
を
纂
緝
す
る
に
、
源
流
を
計
溯
し
門
類
を
分
別
し
、
而
る
に
附
す
る
に
典
故
詞
章
を
以
て
す
。
後
の
斯
の
土
に
任
ず
る
者
を
し
て
、
湖
の
民
に
利
有
り
国
家
に
益
有
る
を
知
ら
し
め
、
以
て
聖
天
子
の
命
に
負
く
こ
と
無
か
ら
し
め
ん（17
（
。
　
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
を
引
き
合
い
に
出
し
た
う
え
で
、『（
雍
正
）
浙
江
通
志
』
編
纂
の
た
め
に
集
め
た
情
報
を
て
が
か
り
に
、
趣
味
の
世
界
で
は
な
く
地
方
志
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
実
際
の
政
治
に
有
益
に
な
る
よ
う
、『
西
湖
志
』
を
編
纂
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
明
代
の
『
西
湖
遊
覧
志
』
に
勝
る
清
朝
の
『
西
湖
志
』
作
成
と
い
う
目
標
が
よ
り
明
確
な
形
で
表
れ
た
と
言
え
る
。
　『
西
湖
志
』
の
序
は
李
衛
を
含
め
て
七
名
が
名
を
連
ね
る
も
の
の
、
前
述
の
『
康
煕
杭
州
府
志
』
と
は
違
い
、
全
員
の
語
る
内
容
が
言
葉
づ
か
い
こ
そ
違
え
、
ほ
ぼ
画
一
的
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
西
湖
志
』
の
編
纂
目
的
が
「
水
利
」「
康
熙
帝
顕
彰
」
と
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
水
利
工
事
の
主
催
者
に
し
て
『
西
湖
志
』
の
主
編
で
も
あ
る
李
衛
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
次
に
、
凡
例
に
て
興
味
深
い
の
は
、
冒
頭
の
例
で
、
先
行
す
る
西
湖
の
「
名
勝
志
」
と
し
て
、
田
汝
成
『
西
湖
遊
覧
志
』
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
内
容
を
「
私
的
な
游
覧
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
実
質
的
な
利
益
が
な
い
」
と
、
前
述
の
序
文
同
様
に
批
判
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
　
域
内
の
名
山
大
川
、
志
の
有
ら
ざ
る
な
く
、
郡
県
志
の
未
だ
備
せ
ざ
る
所
を
補
う
を
以
て
す
る
を
要
む
也
。
西
湖
の
名
勝
東
南
に
甲
た
る
に
、
而
し
て
宋
元
以
前
未
だ
専
志
有
ら
ず
。
明
嘉
靖
の
間
提
学
副
使
の
田
汝
成
、
始
め
て
剏
り
之
を
為
す
に
、
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名
づ
け
て
遊
覧
志
と
す
。
考
う
る
に
、
漢
時
の
金
牛
見
湖
の
瑞
応
明
聖
た
る
に
、
而
し
て
湖
流
の
蓄
洩
、
実
に
灌
漑
田
疇
に
資
し
て
民
食
を
済
け
て
運
道
を
通
ぜ
し
む
。
故
に
言
え
ら
く
、
両
浙
の
水
利
は
輒
ち
西
湖
に
及
ぶ
と
、
豈
に
直
だ
遊
覧
の
地
た
る
の
み
な
ら
ん
耶
。
顧
み
る
に
、
歴
代
以
来
挙
廃
一
な
ら
ず
。
国
朝
鼎
興
し
重
熙
累
給
せ
る
に
、
恭
な
く
も
聖
祖
仁
皇
帝
の
蒼
黎
を
軫
念
し
、
屡
ば
省
方
の
典
を
挙
し
て
巡
幸
し
浙
に
至
り
駐
蹕
す
る
に
逢
い
、
湖
山
明
聖
の
瑞
千
古
に
昭
然
た
り
。
雍
正
二
年
我
が
皇
上
時
に
西
湖
の
水
利
民
生
に
切
繋
す
る
に
因
り
、
督
撫
に
命
じ
て
会
勘
せ
し
め
、
大
い
に
疏
濬
を
加
う
。
是
よ
り
浙
西
の
年
穀
順
成
し
、
人
文
蔚
起
し
、
舟
航
輻
奏
し
、
居
民
の
利
頼
無
窮
た
り
。
而
し
て
湖
山
の
景
色
亦
た
復
し
、
燦
然
と
し
て
観
を
改
め
、
億
万
年
太
平
の
象
に
戚
し
、
敬
い
謹
ん
で
紀
述
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
奚
ぞ
茲
こ
に
来
た
る
に
昭
示
す
る
を
以
て
西
垂
永
久
た
ら
し
め
ん
や
。
会
ま
勅
を
奉
じ
通
志
を
纂
修
す
る
の
鉛
槧
の
餘
、
爰
こ
に
田
志
を
取
り
て
釐
訂
を
重
加
し
、
悉
く
通
志
の
例
に
準
じ
て
分
門
し
記
載
し
、
另
に
一
編
を
為
す
。
凡
そ
郡
邑
志
の
未
だ
備
え
ざ
る
所
の
者
、
俱
も
に
此
こ
に
詳
見
す（18
（
。
　
そ
の
後
の
凡
例
で
も
、『
西
湖
遊
覧
志
』
が
と
き
お
り
引
用
さ
れ
、
比
較
さ
れ
て
い
る
。
李
衛
『
西
湖
志
』
は
、
地
方
官
が
編
纂
し
た
「
名
勝
志
」（
地
方
志
で
は
な
い
）
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
正
統
性
を
勅
命
の
水
利
事
業
記
念
と
い
う
公
共
性
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、『
西
湖
志
』
を
田
汝
成
以
来
の
西
湖
の
「
名
勝
志
」
の
系
譜
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
も
こ
の
凡
例
か
ら
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
「
明
代
の
書
物
を
批
判
し
、
自
ら
を
そ
れ
に
成
り
替
わ
る
も
の
と
す
る
」
と
い
う
構
造
は
、
前
述
の
『
康
煕
杭
州
府
志
』
な
ど
と
同
様
、
清
初
期
の
「
地
方
志
」
に
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
こ
の
李
衛
『
西
湖
志
』
も
、
前
述
の
「
水
利
」
を
除
け
ば
、
形
式
面
で
は
『
西
湖
遊
覧
志
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
に
お
い
て
は
、
よ
り
明
確
に
「
清
朝
の
西
湖
名
勝
志
」
と
い
う
立
場
が
打
ち
出
さ
れ
、
特
徴
的
な
記
載
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
代
表
と
し
て
、
西
湖
名
勝
志
で
は
最
も
重
要
な
記
載
対
象
と
さ
れ
て
き
た
「
西
湖
十
景
」
に
つ
い
て
の
内
容
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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督
臣
衛
、
又
た
宋
時
の
十
景
の
外
に
、
一
十
有
八
処
を
増
餙
し
、
以
て
名
勝
の
大
観
を
成
す（11
（
。
　
序
文
の
ひ
と
つ
張
若
震
の
序
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、「
西
湖
十
景
」
は
、
宋
代
以
来
の
西
湖
の
代
表
的
な
名
所
と
し
て
、
詩
人
の
歌
枕
と
な
り
ま
た
文
人
必
見
の
名
所
と
さ
れ
て
き
た
景
勝
地
で
あ
る
。
明
代
後
半
以
降
の
書
物
で
は
、
こ
の
地
の
絵
と
有
名
な
文
章
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
李
衛
『
西
湖
志
』
で
も
、「
水
利
」
に
続
く
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
従
来
の
「
西
湖
十
景
」
に
、「
十
八
景
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
そ
れ
ま
で
の
西
湖
名
勝
志
同
様
の
描
き
方
と
な
っ
て
い
る
（
表
参
照
）。
そ
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、「
西
湖
十
景
」
に
は
、
全
て
康
熙
帝
の
南
巡
に
関
わ
る
事
物
（
御
碑
亭
・
御
書
楼
な
ど
）
が
絵
に
か
き
こ
ま
れ
、
添
え
ら
れ
た
文
章
も
、
康
熙
帝
自
身
ま
た
は
そ
れ
に
関
す
る
文
章
な
ど
、
南
巡
に
関
連
す
る
事
柄
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
李
衛
自
身
の
業
績
を
多
く
含
む
「
十
八
景
」
も
、
同
様
に
南
巡
関
係
を
多
く
含
み
、
さ
ら
に
、
同
じ
項
目
に
、
聖
因
寺
（
康
熙
帝
を
記
念
し
祀
る
寺
）・
恵
献
貝
子
祠
（
三
藩
の
乱
に
て
戦
死
し
た
満
洲
貴
族
を
祀
る
祠
）
な
ど
、
清
朝
と
縁
の
深
い
も
の
が
名
所
と
し
て
含
ま
れ
、
本
来
の
景
勝
地
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
『
西
湖
志
』
は
康
熙
帝
の
南
巡
を
記
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
方
針
が
貫
徹
し
た
西
湖
名
勝
志
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
従
来
の
西
湖
名
勝
志
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
同
様
の
形
式
の
も
と
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
西
湖
を
清
朝
の
も
の
と
し
、
い
わ
ば
南
巡
の
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
と
し
て
描
い
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
　
既
に
述
べ
た
西
湖
の
文
人
に
お
け
る
重
要
な
位
置
づ
け
、
動
乱
の
時
期
の
西
湖
需
要
と
そ
の
背
景
を
併
せ
る
と
、
こ
の
李
衛
『
西
湖
志
』
は
、
漢
人
に
対
す
る
「
文
化
統
治
」
と
そ
の
象
徴
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
。
加
え
て
、
こ
の
『
西
湖
志
』
を
編
ん
だ
李
衛
が
、
こ
の
西
湖
志
が
最
初
に
編
ま
れ
た
雍
正
九
年
（
一
七
三
一
）
の
段
階（11
（
ま
で
に
、
査
嗣
庭
科
題
案
・
呂
留
良
獄
な
ど
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を
厳
格
に
処
断
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
（
難
し
い
読
書
人
の
多
い
）
浙
江
の
士
人
の
馴
致
に
成
功
し
た
旨
を
報
告
し
、
雍
正
帝
か
ら
勤
務
に
忠
実
で
あ
る
と
褒
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る（1（
（
と
、
こ
の
『
西
湖
志
』
が
文
化
統
治
の
成
功
を
象
徴
す
る
刊
行
物
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
康
煕
・
雍
正
期
の
杭
州
で
編
ま
れ
た
「
地
方
志
」（
地
方
志
と
名
勝
志
）
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
の
編
纂
過
程
と
背
景
を
考
え
た
。
そ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、
明
代
の
情
報
・
文
化
を
批
判
し
つ
つ
も
そ
れ
を
有
効
活
用
し
、
自
ら
の
地
方
統
治
の
も
と
で
ラ
ベ
ル
を
付
け
替
え
て
使
用
し
て
い
く
清
朝
と
そ
の
地
方
政
府
の
態
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
西
湖
の
名
勝
を
め
ぐ
る
記
載
か
ら
は
、
清
朝
皇
帝
以
下
、
杭
州
の
漢
人
文
化
を
自
ら
の
所
有
物
に
し
て
い
く
細
心
の
「
文
化
統
治
」
の
あ
り
よ
う
が
う
か
が
え
た
。
前
の
時
代
の
書
物
・
文
化
を
批
判
す
る
の
は
、
す
で
に
元
明
交
替
の
時
期
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
の
中
央
政
府
が
大
規
模
類
書
を
編
纂
し
て
価
値
観
の
基
準
と
す
る
こ
と
で
「
文
化
統
治
」
を
果
た
そ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
清
朝
は
ま
さ
し
く
地
方
で
編
ま
れ
る
書
物
に
ま
で
支
配
の
根
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
地
方
志
と
名
勝
志
は
、
広
義
の
「
地
方
志
」
と
し
て
は
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
の
中
に
入
る
も
の
の
、
そ
の
描
く
対
象
や
目
的
は
大
き
く
異
な
り
、
後
者
は
特
に
文
学
的
関
心
で
の
み
扱
わ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
清
朝
初
期
の
杭
州
で
は
、
そ
の
異
な
る
二
者
が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う
特
異
な
状
況
が
あ
り
、
そ
の
重
な
っ
た
原
因
を
考
え
る
こ
と
で
、
該
時
期
の
清
朝
の
地
方
統
治
（
江
南
統
治
）
の
あ
る
特
徴
を
描
け
な
い
か
と
試
み
た
。
筆
者
に
は
知
識
的
・
史
料
的
な
不
足
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
今
回
の
試
み
を
手
が
か
り
に
、
今
後
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。
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分
景
勝
名
図
の
内
容
／
詩
文
備
　
　
　
考
巻
三
西
湖
全
図
（
西
湖
の
地
図
）
／
行
幸
の
概
説
聖
因
寺
図
（
寺
の
配
置
図
）
／
行
幸
・
御
書
・
御
題
康
熙
帝
を
記
念
し
祀
る
寺
、
雍
正
七
年
建
聖
祖
仁
皇
帝
御
題
十
景
図
蘇
隄
春
暁
御
書
楼
／
南
巡
と
御
書
御
書
楼
は
雍
正
二
年
建
双
峰
插
雲
御
碑
亭
・
御
書
亭
／
南
巡
と
御
題
・
御
書
碑
亭
碑
・
亭
は
康
煕
三
十
八
年
建
柳
浪
聞
鶯
御
書
亭
／
南
巡
と
御
書
、
古
人
の
詩
碑
・
亭
は
康
煕
三
十
八
年
建
花
港
観
魚
御
碑
亭
・
御
書
楼
／
南
巡
と
御
書
碑
亭
・
古
人
詩
曲
院
風
荷
御
書
亭
・
迎
薫
閣
・
望
春
楼
／
南
巡
と
御
書
・
古
人
詩
楼
閣
に
は
御
題
の
額
平
湖
秋
月
御
書
亭
／
南
巡
と
御
書
、
古
人
の
詩
碑
・
亭
は
康
煕
三
十
八
年
建
南
屏
曉
鐘
御
書
亭
・
南
山
亭
・
鐘
楼
・
勅
建
浄
慈
寺
／
南
巡
と
御
書
、
古
人
詩
全
て
に
御
題
の
額
三
潭
印
月
御
書
亭
／
南
巡
と
御
書
御
碑
、
古
人
の
詩
雷
峰
西
照
御
書
亭
・
雷
峯
塔
／
南
巡
と
御
書
、
古
人
の
詩
断
橋
残
雪
御
書
亭
・
断
橋
／
南
巡
と
御
書
、
古
人
の
詩
御
書
亭
は
断
橋
の
上
、
雪
の
風
景
を
描
い
た
絵
と
併
せ
て
設
置
銭
塘
八
景
図
六
橋
煙
柳
逸
話
・
古
人
の
詩
九
里
雲
松
逸
話
・
古
人
の
詩
霊
石
樵
歌
逸
話
・
古
人
の
詩
冷
泉
猿
嘯
逸
話
・
古
人
の
詩
葛
嶺
朝
暾
逸
話
・
古
人
の
詩
孤
山
霽
雪
逸
話
・
古
人
の
詩
北
関
夜
市
逸
話
・
古
人
の
詩
浙
江
秋
涛
御
書
亭
／
南
巡
と
御
書
御
題
、
古
人
の
詩
亭
は
康
煕
四
十
二
年
建
表　『西湖志』巻三・四「名勝」の景勝図の内容
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分
景
勝
名
図
の
内
容
／
詩
文
備
　
　
　
考
巻
四
御
題
雲
峰
四
照
図
御
題
亭
・
聖
因
寺
／
御
題
亭
は
雍
正
七
年
建
※
関
帝
祠
李
衛
の
再
建
内
容
・
祝
賀
詩
雍
正
九
年
建
、
関
帝
信
仰
と
満
人
怡
賢
親
王
祠
図
勅
建
の
内
容
建
立
は
雍
正
八
年
恵
献
貝
子
祠
図
建
立
の
背
景
・
祝
賀
詩
（
張
若
震
）
三
藩
の
乱
で
戦
死
し
た
満
洲
貴
族
を
祀
る
祠
増
修
西
湖
十
八
景
図
湖
山
春
社
御
書
竹
素
園
／
御
書
御
題
・
祝
賀
詩
（
沈
徳
潜
）
功
徳
崇
坊
銭
王
祠
・
功
徳
坊
／
李
衛
の
再
建
内
容
・
御
書
の
額
再
建
は
雍
正
五
年
玉
帯
晴
虹
関
帝
廟
／
李
衛
の
再
建
内
容
再
建
は
雍
正
八
年
海
霞
西
爽
西
爽
亭
／
李
衛
の
建
立
内
容
建
立
は
雍
正
八
年
梅
林
帰
鶴
御
碑
亭
・
放
鶴
亭
／
御
碑
、
御
書
の
額
碑
・
亭
は
康
煕
三
十
八
年
建
魚
沼
秋
蓉
放
生
池
／
再
建
の
内
容
と
御
書
三
潭
印
月
の
放
生
池
蓮
池
松
舍
再
建
の
内
容
・
祝
賀
詩
（
沈
徳
潜
）
再
建
は
雍
正
五
年
宝
石
鳳
亭
來
鳳
亭
・
保
俶
塔
／
李
衛
の
建
立
内
容
亭
湾
騎
射
較
射
亭
・
関
帝
廟
／
李
衛
の
建
立
内
容
八
旗
の
閲
兵
調
練
場
蕉
石
鳴
琴
丁
家
山
／
李
衛
の
西
湖
整
備
内
容
整
備
は
雍
正
九
年
玉
泉
魚
躍
洗
心
亭
・
玉
泉
／
御
題
、
李
衛
の
建
立
内
容
建
立
は
雍
正
六
年
風
嶺
松
涛
万
松
嶺
／
整
備
の
内
容
整
備
は
雍
正
八
年
湖
心
平
眺
湖
心
亭
／
南
巡
と
御
題
御
書
、
李
衛
の
建
立
内
容
建
立
は
雍
正
五
年
吳
山
大
観
御
書
亭
／
南
巡
、
御
題
天
竺
香
市
御
書
楼
／
三
天
竺
の
由
来
、
楼
の
建
立
内
容
建
立
は
雍
正
九
年
雲
棲
梵
徑
御
書
亭
・
洗
心
亭
／
南
巡
と
御
題
御
書
韜
光
親
海
韜
光
庵
・
勅
賜
雲
林
寺
／
韜
光
の
由
来
西
溪
探
梅
御
題
竹
窓
／
西
渓
の
由
来
、
御
題
※
こ
の
二
施
設
は
版
本
に
よ
っ
て
出
入
り
有
（
内
閣
文
庫
蔵
本
だ
と
關
帝
廟
の
み
、
電
子
版
だ
と
親
王
祠
の
み
）
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展
望
を
兼
ね
て
、
そ
の
後
の
杭
州
「
地
方
志
」
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
乾
隆
帝
の
時
期
、
三
度
目
の
西
湖
名
勝
志
で
あ
る
『
西
湖
志
纂
』
が
勅
纂
に
よ
り
制
作
さ
れ
る
。
内
容
は
そ
れ
ま
で
の
西
湖
名
勝
志
の
記
載
の
集
大
成
で
あ
り
、
形
式
は
李
衛
『
西
湖
志
』
を
下
敷
き
に
、
乾
隆
帝
の
南
巡
を
記
念
す
る
よ
り
「
文
化
的
」
内
容
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
西
湖
名
勝
志
の
系
譜
と
し
て
は
、
そ
の
後
同
治
年
間
に
『
西
湖
志
類
抄
』
が
制
作
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
清
朝
の
盛
時
を
回
顧
す
る
と
い
う
目
的
に
変
わ
っ
て
い
た
。
一
方
、
地
方
志
は
、
や
は
り
乾
隆
帝
の
南
巡
を
記
念
す
る
と
い
う
目
的
で
『
乾
隆
杭
州
府
志
』
が
編
ま
れ
た
が
、
前
述
の
西
湖
名
勝
志
ま
で
対
象
に
含
ん
だ
、
従
前
の
「
杭
州
地
方
志
」
を
総
括
す
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
清
朝
地
方
志
の
完
成
型
と
し
て
編
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
『
乾
隆
杭
州
府
志
』
が
政
治
的
問
題
の
も
と
三
度
編
纂
し
な
お
し
に
な
っ
た
こ
と
と
併
せ
、
乾
隆
期
杭
州
の
「
地
方
志
」
の
編
纂
過
程
と
背
景
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
註（1
）　「
地
方
志
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
研
究
者
の
中
で
も
統
一
さ
れ
な
い
意
味
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
地
方
志
」
の
表
記
に
は
、
広
義
の
意
味
（
中
国
語
の
「
方
志
」
に
近
い
）
を
与
え
、
カ
ッ
コ
の
な
い
地
方
志
に
は
狭
義
の
意
味
（
地
方
官
の
編
む
行
政
領
域
を
対
象
と
し
た
も
の
）
を
与
え
て
い
る
。
（
2
）　
拙
稿
「
方
志
と
地
域	
―
杭
州
地
域
の
歴
代
地
方
志
「
官
績
」
項
目
を
例
に
」『
史
滴
』
三
三
号
、
二
〇
一
一
年
、「『
咸
淳
臨
安
志
』
の
位
置
―
南
宋
末
期
杭
州
の
地
方
志
編
纂
」
『
中
国
―
社
会
と
文
化
』
二
八
号
、
二
〇
一
三
年
、「『
万
暦
杭
州
府
志
』
初
探
　
―
明
代
後
期
の
地
方
志
編
纂
者
の
見
た
「
宋
代
」
『
史
学
』
八
五
巻
一
―
三
号
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
。
（
3
）　
本
稿
は
「
清
朝
政
治
発
展
変
遷
研
究
国
際
学
術
研
討
会
」
（
二
〇
一
七
年
六
月
一
六
―
一
九
日
、
於
上
海
・
復
旦
大
学
歴
史
地
理
研
究
中
心
）
の
報
告
原
稿
を
も
と
に
制
作
し
た
。
（
4
）　
こ
の
部
分
は
、
董
馥
榮
『
清
代
順
治
康
煕
時
期
地
方
志
編
纂
研
究
』
上
海
：
遠
東
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
劉
緯
毅
等
『
中
国
方
志
史
』
太
原
：
三
晋
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、
黄
葦
等
『
方
志
学
』
上
海
：
復
旦
大
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
を
主
に
参
照
し
た
。
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（
5
）　
こ
の
部
分
は
、
葉
建
華
『
浙
江
通
史	
清
代
（
上
）』
杭
州
：
浙
江
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
を
主
に
参
照
し
た
。
（
（
）　
安
野
省
三
「
王
穆
の
西
郷
縣
志
」
同
『
明
清
史
散
論
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。
（
（
）　
濱
島
敦
俊
「
方
志
和
郷
紳
」『
曁
南
史
学
』
六
、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。
（
8
）　
た
だ
し
、
銭
塘
江
を
挟
ん
だ
に
ら
み
合
い
が
一
年
間
続
い
た
結
果
、
城
外
は
荒
廃
し
、
ま
た
城
内
も
そ
の
後
し
ば
ら
く
軍
事
徴
発
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
で
経
済
的
被
害
を
被
っ
た
。
前
掲
葉
建
華
『
浙
江
通
史
』
を
参
照
。
（
9
）　
例
え
ば
、
大
澤
顯
浩
氏
の
述
べ
る
よ
う
に
、『
大
明
一
統
志
』
が
『
天
下
一
統
志
』
と
改
め
ら
れ
て
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
明
代
の
地
誌
・
名
勝
志
が
清
代
に
入
り
改
変
さ
れ
て
再
刊
行
さ
れ
て
い
る
反
面
、『
広
輿
記
』
の
再
刊
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
な
ど
、
出
版
統
制
に
よ
る
抑
圧
も
う
か
が
え
る
。
大
澤
顯
浩
「
詞
章
の
学
」
か
ら
「
輿
地
の
学
」
へ
―
地
理
書
に
見
え
る
明
末
」『
史
林
（
京
都
大
学
）』
七
六
巻
一
号
、
一
九
九
三
年
、
同
「『
広
輿
記
』
の
明
版
に
つ
い
て
」『
史
林
（
京
都
大
学
）』
七
七
巻
三
号
、
一
九
九
四
年
を
参
照
。
（
（1
）　
前
掲
拙
稿
「
方
志
と
地
域
」
を
参
照
。
（
（（
）　
字
見
五
、
綏
徳
州
人
。
順
治
三
年
の
進
士
。
地
方
官
を
歴
任
し
功
績
を
挙
げ
る
。
官
は
江
西
巡
撫
に
至
る
。
（
（2
）　
こ
の
原
本
・
増
輯
本
の
校
勘
は
、
浙
江
省
図
書
館
の
蔵
本
に
て
校
勘
を
行
っ
た
。
協
力
い
た
だ
い
た
善
本
室
の
職
員
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
（
（1
）　『（
雍
正
）
浙
江
通
志
』
巻
一
百
五
十
三
「
名
宦
　
李
鐸
」
（
（1
）　
こ
の
傍
証
と
な
る
の
が
、
編
纂
者
の
名
簿
に
み
ら
れ
る
差
異
で
あ
る
。
原
本
に
は
、
馬
如
龍
以
前
に
地
方
志
編
纂
を
企
画
し
た
知
府
・
顧
岱
以
下
の
「
原
修
」
の
名
簿
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
増
輯
本
で
は
「
続
修
」
と
（
同
じ
版
を
埋
め
木
し
て
）
改
変
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
馬
如
龍
以
下
が
「
復
修
」、
李
鐸
以
下
が
「
増
輯
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
名
簿
だ
け
を
読
む
と
顧
岱
以
下
の
位
置
づ
け
が
分
か
ら
な
い
。
李
鐸
は
馬
如
龍
か
ら
杭
州
府
志
編
纂
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
顧
岱
ま
で
強
調
す
る
気
が
な
く
、
版
木
の
連
続
性
だ
け
を
維
持
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
弥
縫
策
を
と
っ
た
も
の
か
。
（
（5
）　
国
家
定
鼎
四
十
餘
年
、
…
天
子
命
史
臣
纂
修
一
統
志
、
令
天
下
郡
邑
按
図
索
籍
。
（
（1
）　
尤
惓
惓
加
意
者
各
県
正
供
。
凡
存
留
徴
解
、
万
暦
志
皆
闕
而
不
戴
得
、
滋
官
吏
侵
那
之
弊
。
（
（7
）　
岩
井
茂
樹
氏
に
よ
る
と
、
康
熙
二
十
年
代
前
半
は
、
三
藩
の
乱
の
費
用
手
当
の
た
め
に
、
地
方
の
存
留
銀
を
削
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
序
文
の
存
留
へ
の
言
及
は
、
存
留
の
状
態
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
当
時
の
地
方
政
府
の
方
針
の
表
れ
だ
ろ
う
か
。
岩
井
茂
樹
「
正
額
外
財
政
と
地
方
経
費
の
貧
東洋文化研究 21 号　　22
困
」
同
『
中
国
近
世
財
政
史
の
研
究
』、
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。
（
（8
）　
な
お
、
項
目
自
体
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、「
名
宦
」
に
関
す
る
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
明
代
に
比
べ
、
『
康
煕
杭
州
府
志
』
は
唐
の
白
居
易
・
宋
代
の
蘇
軾
を
名
地
方
官
と
し
て
極
め
て
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
序
文
の
多
く
が
「
白
蘇
」
の
功
績
を
称
賛
し
、
巻
十
七
「
公
署
」
に
付
さ
れ
た
府
の
役
所
配
置
で
は
、
中
心
の
建
物
に
「
蘇
白
堂
」
と
い
う
名
が
つ
け
ら
れ
、
役
所
の
奥
に
は
「
東
坡
祠
」
が
見
え
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
称
賛
が
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。
（
（1
）　
馬
孟
晶
「
名
勝
志
或
旅
遊
書
―
明
《
西
湖
游
覧
志
》
的
出
版
歴
程
與
杭
州
旅
遊
文
化
」『
新
史
学
』
二
四
巻
四
期
、
二
〇
一
三
年
を
参
照
。
（
21
）　
前
掲
拙
稿
「『
万
暦
杭
州
府
志
』
初
探
」
を
参
照
。
な
お
、『
万
暦
杭
州
府
志
』
の
刊
行
後
の
万
暦
十
四
年
（
一
五
八
六
）、
杭
州
知
府
が
主
催
し
て
『
西
湖
遊
覧
志
』
の
再
刊
を
行
っ
て
い
る
。
馬
孟
晶
氏
に
よ
る
と
、『
西
湖
遊
覧
志
』
を
き
っ
か
け
に
、
杭
州
と
そ
の
周
辺
の
官
刻
の
地
方
志
に
も
、
名
勝
を
強
調
し
文
人
・
旅
行
者
の
便
を
図
る
も
の
が
表
れ
た
と
い
う
。
前
掲
馬
孟
晶
「
名
勝
志
或
旅
遊
書
」
を
参
照
。
（
2（
）　
馬
孟
晶
「
地
志
與
紀
游
：《
西
湖
合
志
》
與
晩
明
杭
州
刊
刻
的
名
勝
志
」『
明
代
研
究
』
二
二
期
、
二
〇
一
四
年
を
参
照
。
な
お
、
該
論
文
の
中
心
の
ひ
と
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
『
広
西
湖
名
山
合
志
』
は
崇
禎
十
七
年
（
一
六
四
四
）
の
刊
で
あ
り
、
ま
さ
し
く
明
の
最
末
年
の
も
の
で
あ
る
。
（
22
）　
筆
者
が
実
見
し
た
も
の
で
は
、
章
之
采
『
増
輯
西
湖
合
志
』（
崇
禎
十
年
｛
一
六
三
七
｝
刊
）、
墨
浪
子
『
西
湖
佳
話
』（
順
治
八
年
｛
一
六
五
一
｝
刊
）、
夏
基
『
西
湖
覧
勝
詩
志
』（
順
治
十
二
年
｛
一
六
五
五
｝
序
）
全
て
内
閣
文
庫
蔵
本
が
あ
る
。
（
21
）　
鄭
雅
尹
「
銭
謙
益
《
西
湖
雑
感
》
詩
中
的
廃
墟
與
記
憶
」
『
中
極
学
刊
（
埔
里
：
曁
南
国
際
大
学
中
文
系
）』
七
輯
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
（
21
）　
前
掲
鄭
雅
尹
論
文
を
参
照
。
（
25
）　
夏
基
『
西
湖
覧
勝
詩
志
』
巻
首
「
西
湖
志
総
序
」
よ
り
「
今
雖
牧
馬
蹂
躙
樵
蘇
不
禁
、
而
湖
光
如
旧
山
色
依
然
」。
な
お
、
同
じ
夏
基
が
こ
の
本
の
続
編
と
し
て
編
ん
だ
『
西
湖
覧
勝
詩
選
』（
康
煕
十
二
年
｛
一
六
七
三
｝
刊
）
が
、
銭
謙
益
ら
の
詩
を
掲
載
し
て
い
る
と
の
理
由
で
乾
隆
年
間
に
禁
書
に
さ
れ
た
こ
と
も
、
当
時
の
西
湖
の
（
清
朝
及
び
江
南
文
人
の
な
か
で
の
）
位
置
づ
け
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
彭
萬
隆
「《
西
湖
覧
勝
詩
志
》
的
存
目
與
禁
毀
」『
中
国
文
哲
研
究
通
訊
』
一
六
巻
二
期
、
二
〇
〇
八
年
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
『
西
湖
覧
勝
詩
選
』
に
は
、『
康
煕
杭
州
府
志
』
の
編
者
の
ひ
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と
り
、
顧
豹
文
（
銭
塘
の
人
、
順
治
十
二
年
の
進
士
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
21
）　
こ
の
「
水
利
」
に
関
す
る
側
面
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
地
方
志
編
纂
と
水
利
―
『
西
湖
志
』
編
纂
に
み
る
清
朝
初
期
水
利
政
治
初
探
」『
中
国
水
利
史
研
究
』
四
六
号
、
二
〇
一
八
年
に
て
別
に
論
じ
た
。
（
27
）　
こ
の
『
西
湖
志
』
以
外
に
記
載
が
な
く
未
詳
。
古
呉
（
蘇
州
）
の
出
身
の
み
。
（
28
）　
西
湖
志
、
自
叔
禾
先
生
原
刻
而
後
、
類
皆
各
自
成
言
。
其
山
川
考
覈
多
未
悉
其
道
里
遠
近
。
先
後
上
下
之
次
第
、
亦
多
無
有
條
貫
。
至
其
摭
拾
詩
辞
、
又
半
皆
市
井
倚
紅
偎
翠
之
語
。
而
於
前
賢
紀
述
、
則
率
以
已
意
竄
易
其
間
。
誕
妄
乖
謬
殊
失
志
体
。
…
是
以
通
志
郡
志
及
銭
塘
仁
和
二
県
志
無
不
徴
引
先
生
之
言
、
以
為
可
信
而
可
伝
者
。
故
先
生
西
湖
志
一
書
、
匪
特
志
西
湖
已
也
、
実
郡
志
也
。
（
21
）　
而
李
白
林
蘇
四
先
生
之
流
風
遺
韻
、
尽
為
牛
蹄
馬
足
之
往
来
、
而
西
湖
勝
蹟
殆
不
可
問
矣
。
迨
後
自
故
少
保
范
忠
貞
撫
浙
、
首
禁
両
山
樵
牧
、
及
清
理
西
湖
佔
塞
、
檄
修
処
士
墓
重
建
放
鶴
亭
於
墓
右
、
而
湖
山
景
勝
漸
見
設
施
。
不
意
、
耿
逆
変
起
干
戈
俶
擾
、
於
是
湖
上
亭
館
尽
廃
、
而
西
湖
之
水
亦
臭
悪
穢
濁
不
可
汲
飲
、
見
者
輙
比
以
為
西
子
不
潔
不
若
悪
人
之
斎
戒
。
嗚
呼
豈
是
西
湖
之
性
也
哉
。
（
11
）　
前
掲
註
8
を
参
照
。
（
1（
）　
字
覲
公
、
遼
東
瀋
陽
の
人
、
漢
人
八
旗
（
鑲
黄
旗
）。
范
文
程
の
次
男
、
浙
江
巡
撫
と
し
て
功
績
を
挙
げ
る
が
、
次
の
福
建
総
督
の
際
、
耿
精
忠
に
囚
わ
れ
殺
害
さ
れ
る
。
太
子
少
保
を
追
贈
さ
れ
、
謚
し
て
忠
貞
。
（
12
）　
至
是
越
十
五
載
、
今
上
皇
帝
康
熙
二
十
八
年
歳
在
己
已
春
二
月
、
南
巡
会
稽
、
道
由
浙
江
。
先
自
幸
呉
山
極
紫
陽
之
巓
、
次
幸
西
渓
、
次
幸
三
天
竺
之
霊
隠
山
、
勅
改
霊
隠
禅
寺
及
以
御
書
之
扁
額
賜
之
。
璀
璨
一
時
、
炎
耀
千
古
、
固
不
特
千
百
年
巡
狩
之
曠
典
、
於
斯
快
睹
為
盛
事
也
。
喬
嶽
嵩
呼
、
黔
首
感
激
、
已
無
論
黄
童
白
叟
咸
識
聖
天
子
之
所
臨
涖
。
而
桃
李
日
在
春
風
、
父
老
皆
相
戒
勿
剪
伐
、
而
謀
築
園
墅
粉
絵
太
平
者
、
比
比
将
見
不
数
十
年
而
自
可
復
。
巨
柏
喬
松
珠
楼
翠
閣
之
旧
、
則
又
今
日
者
真
西
湖
、
貞
元
交
会
之
一
日
也
。
太
平
盛
事
、
敢
不
拝
手
稽
首
、
颺
言
以
紀
之
歟
。
是
用
叔
禾
先
生
原
志
少
為
増
刪
、
彙
游
覧
志
二
十
四
巻
為
八
巻
、
改
題
曰
西
湖
志
。
其
志
餘
二
十
六
巻
、
復
損
其
繁
冗
者
為
十
八
巻
、
仍
題
曰
志
餘
、
以
附
梓
於
後
。
庶
幾
不
敢
忘
前
人
紀
述
之
所
自
、
以
自
附
於
田
先
生
述
而
不
作
之
後
、
云
爾
。
旹
大
清
康
熙
己
已
端
陽
日
古
呉
姚
靖
敬
書
。
（
11
）　
中
国
第
一
歴
史
檔
案
館
・
編
訳
『
康
熙
朝
満
文
朱
批
奏
摺
全
訳
』
北
京
：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
六
年
の
杭
州
に
関
す
る
記
載
に
基
づ
く
。
な
お
、
筆
者
は
満
文
を
読
め
な
い
た
め
、
漢
語
訳
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
有
効
な
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満
文
史
料
を
御
存
じ
の
方
が
い
れ
ば
、
御
教
示
を
賜
り
た
い
。
（
11
）　
我
皇
上
御
極
之
三
年
、
奉
命
開
濬
西
湖
。
越
歳
而
臣
衞
受
任
撫
浙
兼
理
鹺
政
。
…
於
是
集
議
開
溶
会
鹺
司
、
今
光
禄
卿
臣
王
鈞
肩
其
任
、
捐
已
貲
以
給
工
費
、
期
年
而
淤
者
通
塞
者
去
、
傾
圯
者
整
理
之
、
山
重
点
翠
湖
再
潑
油
、
彩
鷁
紅
檣
箭
穿
梳
織
。
加
以
蒔
果
栽
花
種
魚
養
竹
、
西
湖
名
勝
頓
復
旧
観
。
（
15
）　
森
田
明
「
明
・
清
時
代
に
お
け
る
西
湖
の
水
利
問
題
」
同
『
清
代
水
利
史
研
究
』、
亜
紀
書
房
、
一
九
七
四
年
を
参
照
。
（
11
）　
恭
惟
聖
祖
仁
皇
帝
五
次
省
方
、
周
諮
民
隠
、
蠲
租
肆
赦
、
湛
恩
汪
濊
。
守
土
諸
臣
建
行
宮
於
湖
上
、
閭
閻
無
絲
粟
費
、
而
瞻
雲
就
日
之
思
愈
久
。
而
不
能
忘
皇
上
俯
順
輿
情
、
改
為
聖
因
寺
、
虔
奉
御
牌
以
慰
民
望
。
…
今
日
者
、
会
城
文
武
僚
属
、
遇
歳
朝
長
至
、
或
初
履
任
、
及
他
省
仕
宦
道
経
武
林
、
必
相
率
詣
聖
因
寺
、
瞻
叩
聖
祖
神
御
龍
牌
、
通
省
士
民
熟
聞
習
見
、
於
以
発
其
尊
君
親
上
之
心
。
是
又
敎
化
之
所
由
興
、
其
為
利
益
於
民
於
国
家
者
、
又
豈
独
田
畝
之
灌
漑
商
艘
之
利
渉
已
哉
。
（
17
）　
湖
旧
有
志
以
遊
覧
名
。
此
特
山
人
游
客
搜
奇
攬
勝
之
所
取
、
於
国
計
民
生
夫
豈
有
。
當
因
修
通
志
之
餘
纂
緝
斯
編
、
計
溯
源
流
分
別
門
類
、
而
附
以
典
故
詞
章
。
俾
後
之
任
斯
土
者
、
知
湖
之
有
利
於
民
有
益
於
国
家
、
以
無
負
聖
天
子
命
。
（
18
）　
一
年
内
名
山
大
川
、
莫
不
有
志
、
要
以
補
郡
県
志
所
未
備
也
。
西
湖
名
勝
甲
於
東
南
、
而
宋
元
以
前
未
有
専
志
。
明
嘉
靖
開
提
学
副
使
田
汝
成
、
始
剏
為
之
、
名
遊
覧
志
。
考
、
漢
時
金
牛
見
湖
瑞
応
明
聖
、
而
湖
流
蓄
洩
、
実
資
灌
漑
田
疇
済
民
食
而
通
運
道
、
故
言
両
浙
水
利
者
輒
及
西
湖
、
豈
直
為
遊
覧
之
地
巳
耶
。
顧
歴
代
以
来
挙
廃
不
一
。
国
朝
鼎
興
、
重
熙
累
給
、
恭
逢
聖
祖
仁
皇
帝
軫
念
蒼
黎
、
屡
挙
省
方
之
典
巡
幸
、
至
浙
駐
蹕
。
湖
山
明
聖
之
瑞
昭
然
千
古
。
雍
正
二
年
我
皇
上
時
因
西
湖
水
利
切
繋
民
生
、
命
督
撫
会
勘
、
大
加
疏
濬
。
由
是
浙
西
年
穀
順
成
、
人
文
蔚
起
、
舟
航
輻
奏
、
居
民
利
賴
無
窮
。
而
湖
山
景
色
亦
復
燦
然
改
観
戚
、
億
万
年
太
平
之
象
、
非
敬
謹
紀
述
、
奚
以
昭
示
來
茲
西
垂
永
久
。
会
奉
敕
纂
修
通
志
鉛
槧
之
餘
、
爰
取
田
志
重
加
釐
訂
、
悉
準
通
志
之
例
分
門
記
載
。
另
為
一
編
、
凡
郡
邑
志
所
未
備
者
、
俱
詳
見
於
此
。
（
11
）　
督
臣
衞
、
又
於
宋
時
十
景
之
外
、
増
餙
一
十
有
八
处
、
以
成
名
勝
之
大
観
。
（
11
）　
こ
の
時
期
に
、
浙
江
に
対
す
る
特
別
な
監
視
体
制
の
表
れ
で
あ
っ
た
「
観
風
整
俗
使
」
が
撤
廃
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
傍
証
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
。
横
山
裕
男
「
観
風
整
俗
使
攷
」
東
洋
史
研
究
会
編
『
雍
正
時
代
の
研
究
』、
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
六
年
を
参
照
。
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（
1（
）　『
雍
正
上
諭
内
閣
』
巻
七
十
八
「
雍
正
七
年
二
月
二
十
六
日
」
な
ど
の
関
連
文
を
参
照
。
